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は
じ
め
に

「
東
」
と
い
う
文
字
は
後
漢
、
許
慎
（
五
八
？
―
一
四
七
？
）
の
『
説
文
解
字
』

の
説
に
よ
っ
て
、「
日
」
つ
ま
り
太
陽
が
「
木
」
の
中
に
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
て

い
た
。
甲
骨
文
の
発
見
に
よ
り
、「
東
」
の
字
形
が
、「
木
」
や
「
日
」
と
関
係
す

る
と
い
う
の
は
誤
り
で
、「
ふ
く
ろ
」
の
形
で
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ま
や
そ
れ
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
十
分
、
承
知
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
、『
説
文
解
字
』
の
作
者
、
許
愼
は
「
東
」
と
い
う
文

字
を
そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
、
と
い
う
の
が
拙
稿
の
関
心
で
あ
る（

1
）。

許
愼
が
そ
の
よ
う
に
考
え
た
背
景
に
は
神
木
の
扶
桑
と
太
陽
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
説
話
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
従
来
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

扶
桑
と
太
陽
と
い
う
説
は
樹
木
の
枝
の
間
に
太
陽
が
み
え
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

喚
起
さ
せ
、
十
分
に
視
覚
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
実
際
、
そ
う
だ
と

み
な
し
う
る
図
像
資
料
も
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。

拙
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
図
像
資
料
も
ま
た
文
字
の
形
成
に
影
響
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
推
論
を
行
っ
た
。

つ
ま
り
、
許
慎
は
説
話
だ
け
で
は
な
く
、
視
覚
的
な
図
像
資
料
を
も
見
て
お
り
、

そ
の
こ
と
に
、
も
と
づ
い
て
、「
東
」
と
い
う
文
字
の
構
造
を
考
え
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
も
と
に
な
る
形
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
文
字
化
さ
れ
る
。
こ
れ
は
象

形
文
字
で
あ
る
。
象
形
文
字
は
『
説
文
解
字
』
の
説
く
六
書
（
指
事
・
象
形
・
形

声
・
会
意
・
転
注
・
仮
借
）
の
一
つ
で
あ
る
。「
象
形
な
る
者
は
、
畫
き
て
其
の

物
を
成
し
、體
に
隨
ひ
て
詰

す
。
日
、月
是
れ
な
り（

2
）」
で
、「
日
」
や
「
月
」
が
、

そ
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
は
「　
」「　
」
の
二
種
、
月
は
「　
」

と
い
う
篆
書
形
で
あ
る
。『
説
文
解
字
』
は
こ
の
篆
書
形
を
み
て
、「
日
」
や
「
月
」

の
形
だ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
、「
日
」
や
「
月
」
の
甲
骨
文
や
金
文
の

形
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
「（

3
）」
の
形
の
方
が
「　
」
よ

り
も
三
日
月
の
形
に
近
い
。
し
か
し
、
許
慎
は
そ
れ
を
み
て
「
月
」
と
見
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

篆
書
と
い
う
限
定
の
上
で
、
許
慎
は
「　
」
を
「　
（
木
）」「
★
（
日
）」
と

の
あ
わ
さ
っ
た
象
形（

4
）だ
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
、
当
時
、
流
行
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
図
像
資
料
が
、
文
字
の
構
造
の
理
解
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
た

可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

字
説

「
東
」
と
扶
桑
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
理
由

大　
　

形　
　
　
　
　

徹



「
東
」
と
扶
桑
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
理
由

一
五
六

一
、
甲
骨
文
・
金
文
の
字
形
に
も
と
づ
く
「
東
」

「
東
」
が
「
ふ
く
ろ
」
だ
と
い
う
説
は
、
徐
中
舒
が
は
じ
め
て
唱
え
た
と
丁
山

が
述
べ
て
い
る
。

許
君
言
う
。　
　

は
動
な
り
。
官
溥
説
く
。「
日
、木
中
に
在
る
に
从
う
」と
。

此
れ
殷
周
以
來
、
東
方
に
習
用
す
る
の
義
に
就
き
て
以
て
字
形
に
附
會
す
る

な
り
。
東
の
卜
辭
、　
　

に
作
る
。（『
殷
契
』
卷
二
、
第
五
葉
）
亦
た　
　

殷
契
卷
六
第
廿
六
葉
、　
　

殷
契
卷
六
、第
卌
六
葉
の
諸
形
に
作
る
。　
　

、

以
て
日
木
中
に
在
る
と
謂
う
可
し
。　
　

は　
 

に
从
い
、　
　

は　
　

に
从

う
。
木
中
、
皆
な
日
に
从
う
と
為
す
と
謂
う
を
得
ず
。
友
人
、
徐
中
舒
先
生

曰
く
、「
東
、
古
は
橐
字
。『

蒼
』
に
曰
く
、「
底
無
き
を
橐
と
曰
い
、
底

有
る
を
囊
と
曰
う
」と
。（『
史
記
索
隱
』に
引
く
）。『
倉
頡
篇
』に
曰
く
、「
囊

橐
の
底
無
き
者
な
り
。
物
を
囊
中
に
實
た
し
、
其
の
兩り

よ
う
は
し耑を
括く
く

る
。　
　

の

形
は
之
れ
を
象
る
。
鼎
文
の
重
の
字　

 

に
作
る
は
人
、
囊
を
負
う
の
形
に

象
る
。
橐
は
以
て
物
を
貯
う
。
物
は
後
世
、
之
れ
を
東ド

ン
シ西
と
謂
う
。
東
西
な

る
者
は
囊
の
轉
音
な
り
」
と
。
山さ

ん

、
其
の
説
を
按
ず
る
に
甚
だ
是ぜ

。
毛
公
鼎

に　
　

の
字
有
り
。
散
氏
盤
に　
　

の
字
有
り
。
諸
家
竝
び
に
釋
し
て　

と

為
す
。　

は
許
君
、　

の
省
に
从
う
と
謂
う
。
實ま

こ
とは
則
ち
從
う
所
の　
　

は

即
ち
囊
の
字
、『
易
』
の
爻
の
所
謂
、
囊
を
括
る
者
な
り
。
囊
中
に
物
無
し
。 

其
の
兩　

を
束
ぬ
、
故
に
亦
た
之
れ
を
「
束
」
と
謂
う
。
實み

た
す
に
物
を
以

て
す
る
に
暨お
よ

び
て
は
、
則
ち
形
拓ひ
ら

く
こ
と
大
、　
　

な
る
者
は
、
囊
の
拓
く

こ
と
大
な
る
者
な
り
。
故
に
名
づ
け
て
橐
と
曰
う
。
橐
と
東
と
雙
聲
為
り
。

故
に
古
文
之
れ
を
借
り
て
東
方
と
為
す
。『
春
秋
繁
露
』に「
東
方
は
木
」と
。

『
廣
雅
』
釋
天
に
、「
東
君
は
日
な
り
」
と
。
此
れ
又
た
附
會
す
る
に
五
行
を

以
て
す
。（『
説
文
闕
義（

5
）』）

と
い
う
。

『
説
文
解
字
』
所
引
官
溥
の
説
の
東
は
「
日
が
木
中
に
在
る
」
と
い
う
字
形
の

説
明
は
、
殷
周
以
来
、
こ
の
文
字
を
習
慣
的
に
「
東
方
」
の
意
味
に
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
関
し
て
の
付
会
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
実
際
に
甲
骨
文
の
字
形
を

確
認
し
て
、「
日
」
と
「
木
」
が
合
わ
さ
っ
て
い
る
の
も
あ
れ
ば
、「　
　

」
の
よ

う
に
「
日
」
と
は
い
え
な
い
形
の
も
の
も
あ
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
は
「
日
」
と

「
木
」
の
合
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
合
理
性
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の

あ
と
友
人
徐
中
舒
先
生
曰
く
と
し
て
、
徐
中
舒
の
説
を
紹
介
す
る
。「
東
は
古
の

橐
の
字
…
」
と
い
う
の
が
そ
う
で
あ
る
。「
東
」
は
「
橐
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
ふ

く
ろ
」
の
底
の
な
い
も
の
。
囊
は
「
ふ
く
ろ
」
の
底
の
あ
る
も
の
。「　

 

」
の
文

字
は
ふ
く
ろ
を
背
負
う
形
で
、
後
世
、
中
国
語
で
物
を
東
西
と
い
う
の
は
、
そ
こ

か
ら
き
て
い
る
、
と
い
っ
た
説
で
あ
る
。

あ
と
丁
山
は
「
東
」
と
字
形
の
似
る
「
束
」
に
つ
い
て
、
両
端
を
括
っ
た

「
槖ふ

く
ろ」
の
中
身
の
な
い
も
の
だ
と
説
明
す
る
。
ま
た
、「
橐
」
と
「
東
」
が
双
声（

6
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
借
り
て
東
方
の
意
味
と
な
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
『
春
秋
繁

露
』
の
「
東
方
は
木
な
り
」
や
『
廣
雅
』
釋
天
の
「
東
君
は
日
な
り
」
な
ど
を
引
き
、

そ
れ
は
付
会
で
あ
り
、
五
行
思
想
と
の
関
わ
り
で
あ
る
と
す
る
。

徐
仲
舒
自
身
は
、
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橐
中
、
物
を
實
た
し
繩
を
以
て
兩
端
を
約
括
す
る
の
形
に
象
る
、
橐
の
初
文

爲た

り
。
甲
骨
文
、
金
文
倶
に
借
り
て
東
方
の
東
と
爲
す
、
後
世
更
め
て
橐
を

作
り
以
て
囊
橐
の
專
字
と
為
す
。《
説
文
》
‥
「
東
は
動
な
り
。
木
に
从
う
。

官
溥
説
く
、『
日
、
木
中
に
在
る
に
从
う
』
と
」
と
。
乃
ち
後
起
の
字
形
に

據
り
て
説
を
爲
し
、
確
か
な
ら
ず（

7
）。

と
い
う
。「
後
か
ら
で
き
た
字
形
に
よ
っ
て
説
を
為
す
」と
い
う
。
こ
こ
で
は「
橐
」

が
な
ぜ
「
東
」
に
な
る
か
と
い
っ
た
発
音
の
問
題
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
丁
山
の

引
用
す
る
徐
仲
舒
の
説
よ
り
も
む
し
ろ
簡
単
で
あ
る
。

白
川
静
『
字
通
』
は
、

﹇
仮
借
﹈
東
は
も
と
橐
（
ふ
く
ろ
）
の
象
形
字
で
、
橐
（
た
く
）
の
初
文
。

の
ち
仮
借
し
て
方
位
の
東
の
意
に
用
い
、
本
義
の
橐
（
ふ
く
ろ
）
の
意
に
用

い
る
こ
と
は
な
い
。
本
義
を
失
っ
た
字
で
あ
る
か
ら
、仮
借
と
す
る
。〔
説
文
〕

六
上
に
「
動
く
な
り
」
と
訓
す
る
の
は
、
春
に
蠢
動
（
し
ゆ
ん
ど
う
）
す
る

意
と
す
る
も
の
で
、
音
義
説
で
あ
る
。
曹
は
も
と
二
東
に
従
う
形
で
、
裁
判

を
求
め
る
当
事
者
が
、
束
矢
鈞
金
（
き
ん
き
ん
）
を
橐
に
入
れ
て
提
供
し
、

裁
判
が
行
わ
れ
た
。
東
が
橐
の
形
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
知
ら

れ
る
。〔
説
文
〕
に
字
形
を
「
日
の
木
中
に
在
る
に
從
ふ
」
と
し
、榑
桑
（
ふ

そ
う
）
神
木
の
意
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

　

↓
橐
・
曹

と
い
う
。

「
東
」
の
も
と
の
文
字
は
「
橐
（
ふ
く
ろ
）」
の
象
形
字
で
あ
り
、「
東
」
の
意

味
と
し
て
使
用
す
る
の
は
仮
借
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て「〔
説
文
〕に
字
形
を「
日

の
木
中
に
在
る
に
從
ふ
」
と
し
、
榑
桑
（
ふ
そ
う
）
神
木
の
意
と
す
る
の
は
誤
り

で
あ
る
、
と
い
う
。

『
中
国
漢
字
文
物
大
系（

8
）』
も
、

『
説
文
』
に
「
東
は
動
な
り
。
木
に
从
ふ
。
官
溥
説
く
、『
日
、
木
中
に
在
る

に
从
ふ
』
と
。
凡
そ
東
の
屬
、
皆
な
東
に
从
ふ
」
と
。
早
期
の
実
際
の
文
字

の
形
体
か
ら
み
れ
ば
、（
東
の
文
字
の
○
あ
る
い
は
口
の
形
に
あ
た
る
部
分

の
）
中
間
に
あ
る
部
分
が
一
本
の
横
画
で
あ
っ
た
り
、
二
本
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
交
叉
し
た
線
で
あ
っ
た
り
し
て
、
決
し
て
「
日
」
の
形
で
は
な
い
。
こ

れ
に
よ
り
、許
慎
が
官
溥
の
説
を
引
い
て
「
東
」
の
字
の
結
構
を
解
釈
し
て
、

「
日
、
木
中
に
在
り
」
と
し
た
の
は
、
あ
き
ら
か
に
実
際
の
状
況
に
符
合
し

て
い
な
い
。「
東
」
は
、
ま
さ
に
「
橐
」
と
同
源
で
あ
る
べ
き
で
、
甲
骨
文
、

金
文
は
両
端
を
束
ね
て
縛
っ
た
袋
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
東
方
」
が
仮

借
の
用
法
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る（

9
）。

と
い
う
。

こ
こ
に
は
数
多
く
の
実
際
の
文
字
の
拓
本
A（　
　

）（　
　

）（　
　
）（　
　
）

（　
　

）（　
　
）（　
　
）（　
　

）（　
）（　
　

）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
実
例
か
ら
何
点
か
を
考
察
す
る
。（　
　

）
は
「
日
」
に
あ
た
る
部
分
の

内
部
が
×
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
「
日
」
に
あ
た
る
部
分
は
独
立

し
て
い
な
い
。
左
上
か
ら
斜
め
右
に
円
弧
を
描
き
左
下
に
流
れ
る
一
画
と
、
そ
れ

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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と
左
右
対
称
に
右
上
か
ら
斜
め
左
に
円
弧
を
描
き
右
下
に
流
れ
る
一
画
が
交
叉

し
、
そ
れ
に
中
央
を
上
か
ら
下
に
走
る
一
画
、
さ
ら
に
×
印
に
あ
た
る
二
画
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
画
数
は
5
画
と
な
る
。（　
　

）
も
同
様
で
「
日
」
に
あ
た
る

部
分
は
独
立
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
×
印
で
は
な
く
、
横
画
で
あ
る
。
画
数
は

4
画
と
な
る
。「
日
」に
あ
た
る
部
分
の
み
考
え
る
と「
日
」に
似
て
い
る
。（　
　
）

（　
　
）
は
「
日
」
に
あ
た
る
部
分
の
内
部
の
橫
画
が
二
本
。
こ
れ
だ
と
「
日
」

で
は
な
く
「
目
」
で
あ
る
。（　
　

）（　
　
）
は
下
の
3
つ
に
分
か
れ
て
い
る

部
分
が
上
の
「
日
」
に
あ
た
る
部
分
と
離
れ
て
い
る
。
画
数
は
6
画
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
が
殷
の
甲
骨
と
金
文
で
あ
る
。（　
　
）（　
　

）
は
上
の
3

つ
に
分
か
れ
て
い
る
部
分
が
「
日
」
に
あ
た
る
部
分
と
離
れ
て
い
る
。（　
　
）

は
春
秋
晩
期
、（　
　

）
は
戦
国
時
期
の
も
の
で
あ
る
。（　
）
は
戦
国
時
期
の
印

の
文
字
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
完
全
に
「
日
」
の
部
分
が
独
立
し
て
い
る
。（　
　

）

は
後
漢
の
篆
書
で
あ
る
。
全
体
に
角
張
っ
て
い
る
が
、「
日
」
の
部
分
が
独
立
し

て
い
る
。
甲
骨
・
金
文
か
ら
篆
書
へ
と
字
体
が
移
行
す
る
う
ち
に
、し
だ
い
に「
日
」

の
部
分
が
独
立
し
て
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。比
較
の
対
象
と
し
て
、

『
説
文
解
字
』
の
文
字
（　
　
）（　
　
）（　
　
）（　
　
　

）
も
あ
げ
て
お
く
。

（　
　
）
は
下
の
部
分
の
広
が
り
方
が
大
き
い
。（　
　
）（　
　
）
は
全
く

同
形
だ
が
、「
日
」
に
あ
た
る
部
分
が
か
な
り
丸
く
な
っ
て
い
る
。（　
　
　

）
は

白
川
静
『
字
統
』
の
も
の
だ
が
、
上
の
3
つ
に
分
か
れ
て
い
る
部
分
が
狭
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
下
の
3
つ
に
分
か
れ
て
い
る
部
分
が
上
の
「
日
」
に
あ
た
る
部
分

と
離
れ
て
い
な
い
。

日
の
上
の
横
画
は
（　
　
）
は
外
に
広
が
っ
て
お
り
、（　
　
）（　
　
）
は

ほ
ぼ
直
角
に
上
方
に
曲
が
っ
て
い
る
。

甲
骨
文
や
金
文
の
段
階
で
は
、『
説
文
解
字
』
に
引
く
官
溥
の
説
、「
日
、
木
中

に
在
り
」
は
成
り
立
た
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
書
き
順
が
し
だ

い
に
変
化
し
て
い
く
過
程
で
「
日
」
に
あ
た
る
部
分
が
、
上
下
と
離
れ
て
い
き
、

楷
書
の
「
東
」
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

二
、『
説
文
解
字
』
の
東

（
1
）
東

・
許
慎
の
説

後
漢
、
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
巻
六
上
、
東
部
、
東
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

東
は
動
な
り
。
木
に
从
ふ
。
官
溥
説
く
、「
日
、
木
中
に
在
る
に
从
ふ
」
と
。

凡
そ
東
の
屬
、
皆
な
東
に
从
ふ（
24
）。

許
慎
は
、「
東
」
は
「
動
」
で
あ
る
と
ま
ず
述
べ
る
。
こ
れ
は
「
音
義
説
」
だ

と
さ
れ
る（
25
）。
そ
し
て
官
溥（
26
）と
い
う
人
物
の
説
を
引
用
し
て
、

日
、
木
中
に
在
る
に
从
ふ

と
い
う
。

こ
れ
は
「
音
」
で
は
な
く
「
形
」
で
あ
る
。

（
2
）
榑

『
説
文
解
字
』
巻
六
上
、
木
部
、
榑
に
は
、

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）



一
五
九

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

榑
：
榑
桑
、
神
木
、
日
の
出
づ
る
所
な
り
。
木
に
从
い
て
ふ

聲（
27
）。

と
み
え
る
。

こ
れ
は
官
溥
の
説
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
3
）

『
説
文
解
字
』
巻
六
下
、

部
、

の
説
明
も
同
様
で
あ
る
。

單　

日
初
め
て
東
方
の
暘
谷
に
出い

で
、
登
る
所
の
榑ふ
そ
う桑
、じ
ゃ
く

木
な
り
。
象
形
、

凡
そ

の
屬
、
皆
な

に
从
う
（
而じ
じ
や
く灼
の
切（
28
））。

「

」
は
「
榑
桑
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
榑
桑
」
は
「
扶
桑
」
に
通
じ
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し
音
は
「
そ
う
」
で
は
な
く
「
じ
ゃ
く
」
と
さ
れ
て
い
る
。

白
川
静
は
『
字
通
』「
桑
」
で
、

は
〔
説
文
〕
六
下
に
「
榑
桑
（
ふ
さ
う
）

木
な
り
」
と
あ
り
、
字
は
ま

た

（
若
）
木
に
作
る（
29
）

と
い
う
。

「

（
じ
ゃ
く
）・
單
『
説
文
解
字
』
篆
書
」
と
「
若
（
じ
ゃ
く
）・
幌
『
説
文

解
字
』
篆
書
」
は
、
本
来
の
字
形
や
発
音
が
近
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、「

木
」
と
「
若
木
」
が
同
じ
だ
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
榑
桑
（
＝
扶
桑
）
＝

木

＝
若
木
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
若
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
あ
る
。
白
川
静
は
「
1
．
し
た
が
う
、
神
意

を
求
め
し
た
が
う
。
2
．
よ
い
、
神
意
が
よ
し
と
す
る（
30
）」
と
「
神
」
と
結
び
つ

け
る
。『
荘
子
』
外
篇
、
秋
水
篇
に
は
「
北
海
若
」
と
み
え
る
。
こ
の
「
若
」
は

固
有
名
詞
で
は
あ
っ
て
も
「
神
」
と
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。

白
川
は
、

日
が
東
方
の
こ
の
木
よ
り
昇
る
と
さ
れ
る
神
木
で
あ
る
が
、
桑
と
は
関
係
が

な
い（
31
）。

と
、
蚕
が
葉
を
食
べ
る
「
桑
」
と
「
榑
桑
（
扶
桑
）」
は
関
係
が
な
い
、
と
い
う
。

た
だ
、「

（
じ
ゃ
く
）」
と
「
桑
（
そ
う
）」
の
発
音
が
な
ぜ
異
な
り
、「
木
」

が
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
「
じ
ゃ
く
」
が
「
そ
う
」
に
な
る
の
か
に
つ
い
て

は
説
明
が
な
い
。

淸
の
段
玉
裁
は
、「
官
溥
說
、
从
日
在
木
中
」
の
部
分
に
注
し
て
、

木
は
、
榑
木
な
り
。
日
、
木
中
に
在
る
を
東
と
曰
い
、
木
上
に
在
る
を
杲
と

曰
い
、
木
下
に
在
る
を
杳
と
曰
う（
32
）。

と
い
う
。

こ
れ
は
『
説
文
解
字
』
巻
七
の
「
杲
、
明
也
。
从
日
在
木
上
」。「
杳
、
冥
也
。

从
日
在
木
下
」
の
説
明
を
受
け
て
の
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
出
の
南
宋
、
鄭
樵

（
一
一
〇
四
―
一
一
六
二
）『
通
志
』
六
書
略
に
も
み
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
東
」「
杲
」「
杳
」
は
、「
日
」
が
「
木
」
の
ど
こ
に
あ
る
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〇

か
と
い
う
区
別
と
さ
れ
て
お
り
、『
説
文
解
字
』
の
中
で
論
理
は
完
結
し
て
い
る
。

ま
た
「
杲
」「
杳
」
に
つ
い
て
は
官
溥
說
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
官

溥
説
を
ふ
ま
え
た
許
慎
の
説
な
の
だ
ろ
う
。

（
4
）
㯥

『
説
文
解
字
』
巻
六

爰
（
㯥
）

文
字
だ
け
あ
っ
て
許
慎
の
説
明
が
な
い（
33
）。
東
が
二
つ
で
あ
る
。
こ
れ
を
部
首

と
す
る
文
字
は
、
𣍘
（
＝
曹
）
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
、
こ
こ
に
は
あ
げ
ら
れ
て
い

な
い
。「
東
」
が
「
日
」
と
「
木
」
で
あ
る
な
ら
ば
「
㯥
」
は
複
数
の
「
日
（
太
陽
）」

に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
扶
桑
説

扶
桑
と
い
う
語
は
、
扶
揺
、
扶
揺
之
枝
、
榑
木
、
榑
桑
、
若
木
、
扶
桑
、
扶
木

と
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
確
認
す
る
。

・
扶
搖

『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
に
は
「
扶
搖
」
と
い
う
語
が
二
箇
所
み
え
る
。

鵬
の
南
冥
に
徙
る
や
、
水
に
擊
つ
こ
と
三
千
里
、
扶
揺
を
摶
ち
て
上
る
こ
と

九
萬
里（
34
）。

こ
こ
に
つ
け
ら
れ
た
西
晉
の
郭
象
（
二
五
二
―
三
一
二
）
の
注
は
、

扶
搖
は
風
の
名
な
り（
35
）。

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
扶
搖
は
「
風
」
で
あ
り
、
鵬
と
い
う
鳥
が
「
風
」
に
乗
っ
て
そ
ら
に

舞
い
上
が
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

も
う
一
か
所
は
、

鳥
有
り
、
其
の
名
を
鵬
と
為
す
、
背
は
泰
山
の
若
く
、
翼
は
天
に
垂
る
る
の

雲
の
若
し
、
扶
搖
羊
角
を
摶
ち
て
上
る
こ
と
九
萬
里（
36
）、
雲
氣
を
絶
ち
、
青

天
を
負
い
、
然
る
後
ち
南
を
圖
り
、
且ま

さ

に
南
冥
に
適ゆ

か
ん
と
す
る
な
り（
37
）。

で
あ
る
。

こ
こ
の
「
釋
文
」
は
、「
司
馬
云
う
、
風
曲
が
り
て
上
行
す
る
こ
と
羊
角
の

若
し（
38
）」
と
あ
り
、
羊
角
も
同
様
に
風
の
こ
と
だ
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
、『
荘
子
』
外
篇
、
在
宥
篇
に
は
、

雲
将
東
逰
し
、
扶
搖
の
枝
を
過よ

ぎ

り
て
適
き
て
鴻
蒙
に
遭
う（
39
）。

と
み
え
る
。
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「
雲
将
」
は
「
雲
」
で
、「
鴻
蒙
」
は
「
太
陽
」
の
擬
人
化
で
あ
ろ
う
。
逍
遙
遊

篇
で
は
「
鯤
」
と
い
う
魚
が
「
鵬
」
と
い
う
鳥
に
変
化
す
る
。
こ
の
「
鯤
」
や
「
鵬
」

も
同
様
に
「
太
陽
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
魚
か
ら
鳥
に
な
っ
て
）「
海
の
中
か
ら

九
万
里
の
高
さ
の
空
に
上
が
り
、雲
気
を
絶
ち
青
天
を
背
負
う
」
こ
と
は
「
太
陽
」

で
あ
れ
ば
納
得
で
き
る
。

逍
遙
遊
篇
で
「
扶
搖
は
風
の
名
」
と
注
を
つ
け
た
郭
象
は
、
こ
こ
の
「
扶
搖
之

枝
」
に
対
し
て
は
注
を
つ
け
て
い
な
い
。
扶
搖
が
「
風
」
だ
と
「
風
の
枝
」
と
な
っ

て
し
ま
い
、
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

唐
、
成
玄
英
の
疏
は
、「
扶
搖
は
、（
木
）
神
〔
木
〕、
東
海
に
生
ず
る
な
り（
40
）」

と
あ
り
、「
扶
搖
」
は
東
海
の
神
木
（
木
神
）
で
あ
る
。
そ
う
解
釈
す
れ
ば
「
扶
揺
」

は
「
扶
桑
」
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
荘
子
』
の
時
代
に
ま
だ
「
扶
桑
」
と
い
う

言
い
方
は
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

在
宥
篇
は
外
篇
で
あ
り
、
荘
周
（
前
三
六
九
？
―
前
二
八
六
？
）
の
後
学
の
作

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
『
荘
子
』
の
注
釈
者
、
郭
象
（
二
五
二
―

三
一
二
）
よ
り
は
、
は
る
か
に
荘
周
本
人
の
時
代
に
近
い
。
こ
の
在
宥
篇
を
む
し

ろ
注
釈
と
み
な
し
て
「
扶
揺
」
を
考
え
れ
ば
、「
扶
揺
」
は
「
風
」
で
は
な
く
「
神

木
」
で
あ
り
、
の
ち
の
「
扶
桑
」
と
み
な
し
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

考
え
る
と
逍
遙
遊
篇
、在
宥
篇
の
い
ず
れ
の
「
扶
揺
」
も
「
木
」
と
「
日
（
太
陽
）」

に
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

・
榑
木

『
山
海
経
』
東
山
經
に
、

東
の
か
た
榑
木
を
望
む（
41
）。

と
み
え
る
。

郭
璞
の
注
に
は
、

扶
桑
二
音
。

と
あ
る
。

『
淮
南
子
』
時
則
訓
に
は
、

東
至
日
出
之
次
、
榑
（
扶
）
木
之
地
、
青
土
樹
木
之
野
（
榑
木
榑
桑
）

（
東
の
か
た
日
出
づ
る
の
次
、
榑
木
の
地
、
青
土
樹
木
の
野
に
至
る
）

と
み
え
る
。

「
榑
」
に
は
、「
扶
」
の
、
ま
た
「
榑
木
は
榑
桑
な
り（
42
）」
の
注
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
榑
木
＝
榑
桑
＝
扶
桑
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

・
榑
桑

後
漢
、
王
逸
（
一
二
六
頃
）
の
『
楚
辭
章
句
』
巻
十
四
、
哀
時
命
に
、

左
袪き

ょ

、
榑
桑
に
挂か

く（
43
）。

と
み
え
る
。
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哀
時
命
は
、
前
漢
、
司
馬
相
如
（
前
一
七
九
―
前
一
一
七
年
）
と
同
時
代
の
厳

忌
の
作
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

注
に
「
袪
は
袖
な
り（
44
）」
と
あ
り
、
衣
服
の
袖
の
こ
と
で
あ
る
。

・
若
木

「
若
木
」
は
『
山
海
経
』
大
荒
北
經
に
み
え
る
。

上
に
赤
樹
有
り
、
青
葉
、
赤
華
、
名
づ
け
て
若
木
と
曰
う（
45
）

と
み
え
る
。

そ
の
郭
璞
の
注
は
、

崑
崙
の
西
に
生
じ
、
西
極
に
附
す
。
其
の
華
、
光
る
こ
と
赤
、
下さ

が

り
て
地
を

照
ら
す（
46
）。

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
花
は
赤
く
光
り
、
地
上
を
照
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
は
地
上
を
照
ら
す
「
日

（
太
陽
）」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
ま
た
扶
桑
の
花
の
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
る
。
な
お

郭
璞
の
注
の
「
其
の
華
、
光
る
こ
と
赤
、
下さ

が

り
て
地
を
照
ら
す
」
の
赤
は
本
文
に

「
赤
華
」
と
み
え
る
。
し
か
し
、「
下さ

が

り
て
」
の
部
分
は
本
文
に
な
い
。
こ
れ
は
郭

璞
が
『
山
海
経
』
の
こ
の
本
文
に
関
す
る
図
を
見
て
、
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い

う
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る（
47
）。

・
扶
桑

『
山
海
経
』
海
外
東
經
に
、

湯
谷
上
に
扶
桑
有
り（
48
）。

と
み
え
る
。

そ
の
注
は
、

扶
桑
の
木
な
り（
49
）。

で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、

十じ
ゅ
う
じ
つ
日
の
浴
す
る
所
、
黒
齒
の
北
に
在
り
、
水
中
に
居
る
。
大
木
有
り
、
九
日
、

下
枝
に
居
り
、
一
日
上
枝
に
居
る（
50
）。

と
み
え
る
。

「
十
日
」
は
「
浴
」
す
る
。
つ
ま
り
、
ゆ
あ
み
、
み
そ
ぎ
で
あ
る
。

「
浴
」
に
つ
い
て
、
白
川
静
は
、

浴
は
廟
に
祈
る
た
め
に
み
そ
ぎ
す
る
意
の
字
で
あ
る
。〔
説
文
〕十
一
上
に「
身

を
洒
（
あ
ら
）
ふ
な
り
」
と
あ
り
、
浴
・
欲
・
容
は
一
系
の
字
。〔
国
語
、

斉
語
〕
に
、管
仲
が
捕
ら
え
ら
れ
て
、斉
に
つ
れ
帰
さ
れ
た
と
き
「
三
浴
・
欲
・
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容
は
一
系
の
字
。〔
国
語
、
斉
語
〕
に
、
管
仲
が
捕
ら
え
ら
れ
て
、
斉
に
つ

れ
帰
さ
れ
た
と
き
「
三
釁
（
さ
ん
き
ん
）
三
浴
」
し
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
虜
囚
の
け
が
れ
を
祓
い
、
一
た
び
死
し
、
ま
た
蘇
る
儀
礼

と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
、
招
魂
続
魄
の
意
味
が
あ
る
。
髪
を
洗
う
こ
と
を

沐
と
い
い
、
沐
浴
は
み
そ
ぎ
の
法
で
あ
っ
た（
51
）。

と
説
明
す
る
。

こ
の
中
で
、「
三
釁
三
浴
」
に
つ
い
て
「
け
が
れ
を
祓
い
、
一
た
び
死
し
、
ま

た
蘇
る
儀
礼
」
と
い
う
部
分
が
興
味
ぶ
か
い
。
こ
れ
を
「
日
（
太
陽
）」
に
適
用

す
れ
ば
、
没
し
た
（
死
ん
だ
）
太
陽
が
、
み
そ
ぎ
し
て
け
が
れ
を
は
ら
い
、
木
の

枝
に
蘇
り
、
朝
日
と
し
て
再
生
復
活
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
み
え
る
十
日
は
、
十
日
神
話
と
し
て
展
開
す
る（
52
）。

・
扶
木

大
荒
東
経
に
は
、

大
荒
之
中
に
山
有
り
、
名
づ
け
て

げ
つ

揺
と
曰
う
、
い
ん

羝て
い

上
に
扶
木
有
り
、
柱

三
百
里
、
其
の
葉
、
芥
の
如
し（
53
）。

と
み
え
る
。

こ
こ
に
「
扶
木
」
と
い
う
文
字
が
み
え
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
「
柱
」
が
あ
る
と

記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
注
に
は
、

柱
は
猶
お
高
き
を
起
こ
す
が
ご
と
き
な
り
、
葉
、
芥
菜
の
似ご

と

し（
54
）。

と
あ
る
。

さ
ら
に
本
文
は
、

谷
有
り
、
温
源
谷
と
曰
う（
55
）。

と
み
え
る
。「
谷
」
は
、
本
来
、
さ
き
に
み
た
「
浴
」
の
意
味
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
温
源
谷
」
や
「
湯
谷
」
の
よ
う
に
、「
谷
」
と
し
て
も
展

開
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
注
に
は
、

扶
桑
、
上
に
在
り（
56
）。

と
あ
る
。「
扶
桑
」
と
「
扶
木
」
は
同
じ
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
説
明
は
な
い
。

続
け
て
、

一い
ち

日じ
つ

、
方ま
さ

に
至
り
、
一
日
、
方
に
出
づ（
57
）。

と
み
え
、

そ
の
注
に
は
、
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言
う
こ
こ
ろ
は
交こ
も

ご
も
㑹
し
、
相
い
代
わ
る
な
り（
58
）。

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
日
（
太
陽
）」
の
数
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、複
数
の
「
日

（
太
陽
）」
が
や
っ
て
き
て
は
登
っ
て
い
く
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

皆
な
烏
を
載
す（
59
）。

と
記
さ
れ
る
。

そ
の
注
は
、

中
に
三
足
烏
有
り（
60
）。

と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
太
陽
の
中
に
烏
が
お
り
、
そ
れ
が
三
足
烏
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

前
漢
、
淮
南
王
劉
安
（
前
一
七
九
―
前
一
二
二
）
撰
『
淮
南
子
』
天
文
訓
は
、

日
、
暘
谷
に
出
で
、
咸
池
に
浴
し
、
扶
桑
に
拂い

た

る
、
是
れ
を
晨
明
と
謂
う（
61
）。

と
み
え
る
。

後
漢
の
高
誘
（
建
安
十
年（
62
））
の
『
淮
南
鴻
烈
解
』
は
、

拂
は
猶
お
過よ
ぎ

る
が
ご
と
し
、
一
日
至
る（
63
）。

で
あ
る
。

沈
ん
だ「
日（
太
陽
）」は
暘
谷
に
出
で
て
咸
池
で
浴
し
、扶
桑
の
と
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
。
そ
れ
を
晨
明
と
い
う
。
晨
明
は
夜
明
け
だ
が
、こ
こ
で
は
ま
だ
「
日
（
太

陽
）」
は
扶
桑
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
よ
う
に
み
え
る
。

続
け
て
本
文
は
、

扶
桑
に
登
り
、
爰こ

こ

に
始
め
て
將
に
行
か
ん
と
す
、
是
れ
を
朏ひ
め
い明
と
謂
う（
64
）。

「
朏
」
は
三
日
月
の
意
味
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
の
注
は
、

窟く
つ（
65
）。

で
あ
る
。

そ
し
て
「
朏
明
」
に
対
し
て
の
注
は
、

朏
明
は
將
に
明
な
ら
ん
と
す
る
な
り（
66
）。

で
あ
る
。

日
（
太
陽
）
が
扶
桑
を
登
り
、
空
に
上
ろ
う
と
し
、
天
が
明
る
く
な
ろ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
い
う
。

道
應
訓
で
は
、
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扶
桑
受
け
謝
し
、
日
、
宇
宙
を
照
ら
す（
67
）。

と
み
え
る
。

扶
桑
が
「
日
（
太
陽
）」
を
受
け
取
っ
て
、ま
た
、別
れ
を
告
げ
、（
天
に
の
ぼ
っ

た
）
日
は
宇
宙
を
照
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

高
誘
は
、

扶
桑
は
日
出
づ
る
所
の
木
、
受
謝
と
は
、
扶
桑
、
日
を
受
け
、
旦
に
澤
よ
り

之
れ
を
出
だ
す
な
り（
68
）。

と
、
扶
桑
が
「
日
（
太
陽
）」
を
出い

だ
す
木
で
、
受
け
る
と
謝さ

る
と
は
、
扶
桑
の

木
が
、「
日
（
太
陽
）」
を
受
け
と
り
、
旦あ
し
たに
澤
か
ら
出
だ
す
こ
と
を
い
う
、
と
す

る
。い

ず
れ
も
、扶
桑
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
「
日
（
太
陽
）」
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

『
隋
書
』
経
籍
志
三
に
は
、「
淮
南
子
二
十
一
卷
漢
淮
南
王
劉
安
撰
許
愼
注
、
淮

南
子
二
十
一
卷
髙
誘
注
」
と
『
淮
南
子
』
に
は
許
慎
の
注
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

許
慎
の
注
の
方
が
高
誘
の
注
よ
り
も
古
い
。
高
誘
が『
淮
南
子
』の
注
解
に
あ
た
っ

て
、許
慎
の
注
を
参
考
に
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
説
文
解
字
』

自
体
も
参
考
に
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
扶
揺
、
扶
揺
之
枝
、
榑
木
、
榑
桑
、
若
木
、
扶
桑
、
扶
木
と
さ
ま
ざ
ま

な
文
字
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
同
じ
も
の
を
さ
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。「
榑ふ

」
と
「
扶ふ

」
は
同
じ
、
桑≒

じ
ゃ
くは
若じ
ゃ
くに
通
じ
る
。
発
音
に
も
と
づ

け
ば
、
も
う
す
こ
し
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
文
字
に
は
深
い
意
味
は
な
い
の

で
は
と
思
わ
せ
る
。

四
、
図
像
の
扶
桑

現
在
、
扶
桑
と
考
え
ら
れ
て
い
る
図
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
、
必

ず
し
も
図
に
扶
桑
と
記
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
か
り
に
扶
桑
の
意
味
で

あ
っ
て
も
、
最
初
か
ら
「
扶
桑
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う

な
条
件
の
も
と
で
の
図
像
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

1
．「
神
か
ら
王
権
を
授
か
る
マ
リ
王
」
に
描
か
れ
る
樹
木
（
部
分
）

「
王
が
、
獅
子
の
上
に
右
足 

を
の
せ
た
戦
い
の
女
神
イ
シ
ュ
タ
ル
か
ら
王
権
を

授
か
る
情
景
を
描
き
、
ま
わ
り
に
は
左
右
相
称
の
構
図
を
と
っ
て
有
翼
の
獣
や
樹

木
を
あ
ら
わ
し
て
あ
る（
69
）」
と
あ
る
。
樹
木
は
真
ん
中
の
人
物
た
ち
を
挟
ん
で
左

右
対
称
に
描
か
れ
て
い
る
。
棗
椰
子
と
も
う
一
種
あ
る
。
も
う
一
種
の
植
物
は
特

定
さ
れ
て
い
な
い
。
ギ
ザ
ギ
ザ
の
花
び
ら
の
花
が
下
向
き
に
い
く
つ
か
描
か
れ
て

い
る
（1-1

）。
樹
木
の
上
部
に
は
嘴
が
下
向
き
に
湾
曲
し
た
大
き
な
鳥
が
羽
を
広

げ
て
横
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
（1-2

）。
中
段
に
は
二
頭
の
有
翼
獣
が
描
か
れ
、

下
段
に
も
一
頭
、
獣
が
描
か
れ
て
い
る
。
下
段
の
獣
に
は
翼
は
な
い
。
花
は
太
陽

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。（1-3

）
楚
漆
画
の
扶
桑
に
も
太
陽
を
あ
ら

わ
す
花
が
描
か
れ
、
鳥
や
人
面
獣
が
樹
木
の
上
部
に
描
か
れ
、
よ
く
似
て
い
る
。
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2
．
太
陽
円
盤

「
ト
ル
コ　

ア
ラ
ジ
ャ
ホ
ユ
ク
出
土
の
太
陽
円
盤
で
あ
る
。
円
盤
の
上
部
に
あ

る
突
起
に
は
、
下
か
ら
上
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
5
個
の
瘤
の
あ
る
花
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
上
に
、
飛
ぶ
鳥
の
小
像
が
付
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る（
70
）」
と

さ
れ
る
（2-1

）。
花
と
そ
の
上
に
乗
る
鳥
（2-2

）
は
、三
星
堆
の
青
銅
の
神
樹
（
扶

桑
樹
）
に
み
え
る
太
陽
円
盤
と
花
と
鳥
（3-1

）
に
よ
く
似
て
い
る
。

3
．
三
星
堆
の
銅
神
樹

一
九
八
六
年
に
四
川
省
広
漢
三
星
堆
遺
址
二
号
祭
祀
坑
よ
り
出
土
し
た
も
の
で

あ
る
。
高
さ
は
三
九
六
cm
で
、
ほ
ぼ
四
ｍ
あ
る
。
全
体
は
三
層
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
三
本
の
枝
が
で
て
お
り
、全
部
で
九
本
に
枝
分
か
れ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

線
描
き
さ
れ
た
も
の
を
掲
げ
た
（3-2

）。
神
樹
は
た
し
か
に
扶
桑
に
み
え
る
。
し

か
し
、
こ
れ
と
同
様
の
も
の
を
後
漢
の
許
慎
が
見
た
と
は
思
え
な
い
。
た
だ
、
の

ち
に
あ
げ
る
十
三
支
陶
灯
と
は
形
が
類
似
し
て
い
る
。
神
樹
か
ら
十
三
支
陶
灯
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。神
樹
の
用
途
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、
太
陽
円
盤
と
呼
ば
れ
る
円
盤
の
上
に
花
が
咲
き
、
そ
の
上
に
鳥
が
載
る

（3-1

）。
鳥
の
形
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
大
き
な
太
陽
円
盤
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
車
の
ハ
ン
ド
ル
の
よ
う
な
形
で
あ
る
。

バビロン第 1王朝　前 18 世紀壁画
250 × 175cm マリ出土
パリ　ルーヴル美術館

1-3 1-2

1-1

2-1

2-2

初期青銅時代　前 2600 年　前 2000 年
ブロンズ　高さ 34cm
アラジャホユク出土

アンカラ　アナトリア諸文明博物館
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4
．
衣
箱
蓋
面
弋
図

戦
国
時
代
の
楚
の
墓
で
あ
る
曾
侯
乙
墓
か
ら
出
土
し
た
漆
匣
が
あ
る
。
そ
の
上

に
描
か
れ
た
図
の
一
つ
が
衣
箱
蓋
面
弋
図
で
あ
る（
71
）（4-2

）。
黒
い
漆
を
背
景
に
し

て
赤
の
漆
で
扶
桑
と
お
ぼ
し
き
樹
木
が
二
本
ず
つ
計
四
本
描
か
れ
て
い
る
。
向

か
っ
て
左
の
樹
木
に
は
上
部
に
鳥
が
二
羽
載
り
、
も
う
一
羽
は
弋

い
ぐ
る
みで
射
ら
れ
て
落

下
し
て
い
る
。
樹
木
に
は
「
日
（
太
陽
）」
に
み
え
る
花
が
十
咲
い
て
い
る
。
花

に
は
下
に
向
く
も
の
も
あ
る
（4-1

）。
こ
の
花
は
、「
日
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
る（
72
）

と
さ
れ
る
。
向
か
っ
て
右
の
樹
木
に
は
上
部
に
人
面
獣
が
二
頭
載
る
。
顔
の
ま
わ

り
は
ラ
イ
オ
ン
の
鬣
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、「
日
（
太
陽
）」
を
あ
ら
わ
す
花

と
も
よ
く
似
て
い
る
。
人
面
九
首
の
開
明
獣（
73
）に
つ
な
が
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

5
．
十
三
支
陶
灯

一
九
七
二
年
に
洛
陽
の
後
漢
晩
期
墓
か
ら
、
高
さ
八
五
cm
の
十
三
支
陶
灯
が
発

掘
さ
れ
た
。赤
く
短
い
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
羽
人
と
龍
が
造
形
さ
れ
て
い
る
。曲
が
っ

た
枝
の
先
に
は
灯
盞
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
透
か
し
ぼ
り
の
陶
器
の
板
が
置
か
れ
て

い
る（
74
）。
灯
盞
に
火
を
つ
け
れ
ば
、た
く
さ
ん
の
小
さ
な
太
陽
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

透
か
し
ぼ
り
か
ら
明
か
り
が
漏
れ
出
て
壁
な
ど
に
投
影
さ
れ
る
仕
組
み
な
の
だ
ろ

う
。

4-1

3-1

3-2

4-2

四川省文物考古研究所編『三星堆祭祀坑』
文物出版社、1999、図一二○

Ⅰ号大型銅神樹（K2② :94）の左から二の図



「
東
」
と
扶
桑
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
理
由

一
六
八

6
．
馬
王
堆
の
帛
画

「
木
」
の
間
に
「
日
（
太
陽
）」
が
あ
る
と
い
う
形
に
も
っ
と
も
近
い
の
は
前
漢

の
馬
王
堆
の
帛
画
で
あ
ろ
う
。「
扶
桑
」
は
蔓
植
物
の
よ
う
に
描
か
れ
樹
木
に
は

み
え
な
い
が
、
三
号
漢
墓
の
帛
画
（6-3 （75
））、
一
号
漢
墓
（6-1 （76
））
と
も
に
描
か
れ

て
い
る
。（6-2 （77
））
は
カ
ラ
ー
の
も
の
で
あ
る
。
三
号
漢
墓
の
方
が
少
し
古
い
。

上
に
は
大
き
な
「
日
（
太
陽
）」
が
赤
色
で
描
か
れ
、
中
に
シ
ル
エ
ッ
ト
の
よ
う

に
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
鳥
が
い
る
。
黒
い
た
め
烏
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
鳥
の
尾
羽
の
先
は
丸
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
烏
は
い
な
い
。
画

面
の
中
間
に
描
か
れ
る
二
羽
の
人
面
鳥
（6-4

）（6-5

）
も
尾
の
先
が
丸
く
、
人

面
部
分
を
の
ぞ
け
ば
シ
ル
エ
ッ
ト
は
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
こ
の
図
の
淵
源
は
エ
ジ

プ
ト
の
太
陽
の
中
の
ハ
ヤ
ブ
サ
か
も
し
れ
な
い
（6-6 （78
））。
な
お
扶
桑
と
さ
れ
る

植
物
の
枝
と
葉
の
間
に
は
小
さ
な
太
陽
が
八
つ
描
か
れ
て
い
る（
79
）。

洛陽七里河東漢墓十三支陶灯
洛陽博物館
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7
．
陝
西
大
保
当
漢
墓（
80
）の
壁
画
に
「
日
（
太
陽
）」
は
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
天

井
の
中
央
に
描
か
れ
る
も
の
は
馬
王
堆
帛
画
最
上
部
の
太
陽
に
相
当
す
る
だ
ろ

う
。
黒
い
鳥
が
中
に
い
る
。
馬
王
堆
の
も
の
は
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
が
、
大
保
当

の
も
の
は
飛
ん
で
い
る
。『
淮
南
子
』
に
「
日
中
に

そ
ん

烏
有
り（
81
）」
と
あ
る
。『
淮

南
子
』（
建
元
二
年
（
前
一
三
九
）
に
武
帝
に
献
呈
）
で
は
「
烏
」
と
認
識
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
み
た
よ
う
に
馬
王
堆
帛
画
（
前
一
六
八
）
の
黒
い
鳥
は

烏
で
は
な
い
。
こ
れ
は
馬
王
堆
の
帛
画
の
成
立
以
前
に
「
日
の
中
に
烏
が
う
ず
く

ま
る
」
と
い
う
文
章
は
な
か
っ
た
か
、
帛
画
の
作
者
は
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
帛
画
か
ら
『
淮
南
子
』
ま
で
の
三
〇
年
ほ
ど
の

間
に
「
黒
い
鳥
」
が
「
烏
」
と
誤
認
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
日
中
有

烏
」
に
高
誘
は
「

そ
ん

は
猶
お
蹲そ
ん

の
ご
と

き
な
り
。
三
足
烏
を
謂
う（
82
）」
と
い
う
注
釈
を
つ
け
る
。
蹲そ
ん

も
、
う
ず
く
ま
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
こ
に
三
足
烏
（7-2 （83
））（7-3 （84
））
と
い
う
言
い
方
を
付
け
加

え
て
い
る
。
後
漢
末
の
高
誘
の
み
た
鳥
は
三
本
足
の
烏
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
飛

ん
で
い
る
場
合
は
足
が
見
え
ず
（7-1 （85
））、
烏
は
雲
気
文
と
と
も
に
描
か
れ
る
も

の
も
あ
る
。
こ
の
雲
気
文
は
本
来
、
雲
で
は
な
い
。
ヘ
ラ
ジ
カ
系
の
鹿
の
角
か
ら

変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う（
86
）。
馬
王
堆
の
刺
繍
に
み
え
る
グ
ミ
文
も
そ
の
系
列
の

文
様（
87
）で
、
そ
れ
は
蔓
草
状
の
扶
桑
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る（
88
）。

以
上
、
扶
桑
に
関
わ
る
図
像
を
考
察
し
た
。
三
星
堆
の
も
の
は
青
銅
で
神
樹
と

さ
れ
て
い
る
。
太
陽
輪
と
花
が
あ
わ
さ
り
、
そ
こ
に
鳥
が
描
か
れ
る
。
こ
の
形
象

は
、
は
る
か
後
の
十
三
支
陶
灯
に
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
戦
国

楚
墓
の
漆
の
匣
に
描
か
れ
る
扶
桑
も
樹
木
で
あ
る
。太
陽
は
複
数
個
描
か
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
枝
の
先
に
咲
く
花
の
よ
う
に
み
え
る
。
や
は
り
鳥
が
お
り
、
ま
た
獣
が

い
る
。『
山
海
経
』
の
文
章
と
も
つ
な
が
る
よ
う
に
み
え
る
。
馬
王
堆
帛
画
に
は

天
空
に
か
か
る
大
き
な
「
日
（
太
陽
）」
と
そ
の
中
に
黒
い
鳥
が
え
が
か
れ
る
。

こ
れ
は
本
来
、
烏
で
は
な
い
が
、
の
ち
の
類
似
の
図
像
で
は
烏
と
な
り
、
足
が
三

本
に
な
る
。
複
数
の
小
さ
な
太
陽
は
赤
い
実
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。
橘
や
蜜
柑
・

金
柑
な
ど
の
柑
橘
系
の
丸
い
実
に
も
似
る
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る

非と
き
じ
く
の
か
ぐ
の
こ
の
み

時
香
菓
の（
89
）形
象
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

7-1

7-2

7-3



「
東
」
と
扶
桑
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
理
由

一
七
〇

五
、『
説
文
解
字
』
以
後
の
東

南
宋
、
鄭
樵
撰
『
通
志
』
六
書
略
第
二
、
互
體

聲
轉
注
音
義
に
、

杲
（
古
老
切
、
明
也
、
从
日
在
木
上
）
東
（
从
日
在
木
中
）
杳
（
冥
也
、
从

日
在
木
下
、
木
若
木
也
、
日
之
所
升
降（
90
））

と
み
え
る
。

『
説
文
解
字
』
で
は
「
杲
」「
杳
」
は
木
部
で
、「
東
」
は
東
部
で
あ
り
、
部
首

が
異
な
る
。『
通
志
』
で
は
、『
説
文
解
字
』
の
部
首
の
違
い
を
無
視
し
た
う
え
で
、

杲
（
从
日
在
木
上
）
東
（
从
日
在
木
中
）
杳
（
从
日
在
木
下
）
と
連
続
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
杲
・
東
・
杳
が
「
日
」
の
位
置
に
よ
る
差
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

元
、黄
公
紹
原
編
、熊
忠
舉
要
『
古
今
韻
㑹
舉
要
』（
一
二
九
七
）
卷
一
、東
に
、

東
は
都
籠
の
切
。
徵
清
音
。『
說
文
』
に
「
動
な
り
。
日
、
木
中
に
在
る
に

从
う
」
と
。『
漢
志
』
に
「
東
方
陽
氣
動
く
」
と
。
夾

鄭
氏（
91
）曰
く
、「
木

は
若
木
な
り
。
日
の
升
降
す
る
所
、
上
に
在
る
を
杲
と
曰
い
、
中
に
在
る
を

東
と
曰
い
、下
に
在
る
を
杳
と
曰
う
」
と
。『
廣
韻
』
に
「
春
方
也
。
又
た
姓
。

舜
の
後
、
東
不

有
り
」
と（
92
）。

こ
こ
で
は
先
に
み
た
『
通
志
』
の
内
容
を
整
理
し
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

う
え
で
、
東
の
文
字
の
説
明
の
中
心
に
す
え
て
い
る
。

明
、
倪
謙
（
一
四
一
五
―
七
九
）
撰
『
倪
文
僖
集
』
巻
二
十
三
、
書
に
銭
昱（
93
）

起
東
字
說
が
あ
る
。

日
は
陽
の
精
な
り
。
天
に
附
し
て
行め

ぐ

り
、
運
動
し
て
息や

ま
ず
、
循
環
し
て
端

無
し
、
然
れ
ど
も
地
、
天
の
中
に
處
り
、
其
の
隔
た
る
所
と
爲
る
、
故
に
地

を
出
づ
れ
ば
則
ち
光
昱あ

き

ら
か
に
し
て
晝
と
爲
り
、
地
に
入
れ
ば
則
ち
光
斂お
さ

ま

り
て
夜
と
爲
る
。
其
の
出
づ
る
に
至
り
て
や
、
常
に
東
に
在
り
。
東
は
動
な

り
。
陽
氣
の
動
く
所
な
り
。
是こ

こ

を
以
て
字
の
義
を
制
す
る
に
、
日
、
木
中
に

在
り
。
木
は
若
木
な
り
。
日
の
升
降
す
る
所
、
下
に
在
る
を
杳
と
爲
し
、
中

に
在
る
を
東
と
爲
し
、
上
に
在
る
を
杲
と
爲
す
。
詩
に
曰
く
、「
杲
杲
と
し

て
出
づ
る
日
あ
り（
94
）」
と
、
是
れ
な
り
。
夫
れ
日
は
必
ず
東
よ
り
起
こ
り
て
、

西
に
没
し
、
南
に
徙う
つ

り
北
に
易か

わ
る
のう
た
が
い

無
し
。
是
れ
其
の
出
づ
る
所
、

常
所
有
る
な
り
。
必
ず
榑
桑
に
登
り
て
虞
淵（
95
）に
至
り
、
度
を
越
し
次
を
失

す
る
の
變
無
し
。
是
れ
其
の
行
く
所
、
常
序
有
る
な
り
。
其
の
麗な

ら

び
て
東
す

る
や
、容よ

う
こ
う光
必
ず
照
ら
す
。
是
れ
其
の
常
公
有
る
な
り
。
其
の
既
に
徃
く
や
、

必
ず
東
に
復か

え

る
。
是
れ
其
の
常
信
有
る
な
り
。
…
後
略
…（
96
）。

こ
こ
の
話
で
は
「
東
」
の
話
を
「
日
（
太
陽
）」
か
ら
始
め
、
そ
の
循
環
に
も

と
づ
く
規
則
性
を
道
徳
的
な
信
頼
と
重
ね
合
わ
せ
て
、ほ
め
た
た
え
て
い
る
。「
日

在
木
中
、
木
若
木
也
。
日
所
升
降
、
在
下
爲
杳
、
在
中
爲
東
、
在
上
爲
杲
」
の
部

分
は
、
さ
き
に
『
古
今
韻
㑹
舉
要
』
で
み
た
も
の
と
順
序
は
異
な
る
も
の
の
内
容

は
同
じ
で
あ
る
。

甲
骨
文
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
、「
杲
」「
東
」「
杳
」
の
三
つ
を
ま
と
め
て
説
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明
す
る
こ
と
が
定
説
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

六
、
東
は
六
書（

97
）の

何
に
分
類
さ
れ
て
い
る
か
？

「
東
」
が
辞
書
等
の
中
で
六
書
の
何
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
か
を
簡
単
に
ま
と

め
て
み
た
。時

代

著
者

内　

容

指事
象形
会意
形声
転注
仮借

備　

考

説
文
解
字

後
漢

許
愼

六
書
を
説

明
。
個
別
の

文
字
に
つ
い

て
は
分
類
せ

ず
。

通
志
、
六

書
略
第

二
、
互
體

聲
轉
注

音
義

南
宋

鄭
樵

1104-
1162

杲
（
古
老
切
、
明
也
、
从
日
在

木
上
）
東
（
从
日
在
木
中
）
杳

（
冥
也
、
从
日
在
木
下
、
木
若

木
也
、
日
之
所
升
降
）

○

（　

）
は
割

注

六
書
故

南
宋

戴
侗（
南

宋
淳
祐

元
年

1241

の

進
士
）

日
之
㑹
意
…
東
垠
得
紅
切
、
出

日
之
方
也
。
東
方
之
行
木
、
日

在
木
中
、
東
之
義
也
。（
日
の

㑹
意
…
東
垠
、
得
紅
の
切
、
日

を
出
（
い
）
だ
す
の
方
な
り
。

東
方
の
行め
ぐ

り
は
木も

く

、
日
、
木も

く

中

に
在
り
、
東
の
義
な
り
）

○

杲
・
杳
も
会

意

大
字
典

1917

上
田
万

年
他 

編
、
啓

成
社

会
意
。
木
と
日
の
合
字
。
朝
日

が
木
の
中
程
迄
登
り
し
義
。
杲

杳
参
照
。

○

凡
例
で
は
、

会

意

を

（
1
）
異
体

會
意
、
甲
、

成
文
會
意
、

乙
、
省
文
會

意
（
2
）
同

體
會
意
に
わ

け
る
。
東
は

成
文
會
意
と

さ
れ
る
。

大
漢
和
辞

典

1955-
1960.

諸
橋
轍

次
著
、

大
修
館

書
店

な
し

角
川
新
字

源

1968

小
川
環

樹
、
西

田
太
一

郎
、
赤

塚
忠
編
、

角
川
書

店

象
形
。
…
上
下
を
く
く
っ
た
ふ

く
ろ
の
形
に
か
た
ど
る
。
謾（
の

う
／
と
う
）の
原
字
。
借
り
て
、

日
が
の
ぼ
る
方
角
の
意
に
用
い

る
。
一
説
に
、
日
が
立
ち
木
の

中
ほ
ど
ま
で
の
ぼ
っ
た
さ
ま
と

い
う
。

○

ふ
く
ろ
の
形

と
い
う
意
味

で
象
形
。『
説

文
解
字
』

の
説
は
「
一

説
」
と
さ
れ

て
い
る
。

大
修
館
新

漢
和
辞
典

1980

諸
橋
轍

次
、
渡

辺
末
吾
、

鎌
田
、

米
山
寅

太
郎
。

大
修
館

書
店

象
形
。
袋
の
両
は
し
を
し
ば
っ

た
形
に
か
た
ど
る
。
音
ト
ウ
が

登
に
通
じ
る
の
で
、
朝
日
の
の

ぼ
る
方
角
、
ひ
が
し
を
表
す
。

○

袋
、
象
形
。

東
の
発
音
の

ト
ウ
＝
登
＝

の
ぼ
る



「
東
」
と
扶
桑
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
理
由

一
七
二

字
統

1984

白
川
静
、

平
凡
社

仮
借 

橐ふ
く
ろの

形
。
橐
の
上
下
を

括く
く

っ
た
形
で
あ
る
。
の
ち
方
位

の
東
の
字
に
専
用
さ
れ
て
、
そ

れ
に
石
（
た
く

声
）
を
加
え
た
橐

の
字
が
別
に
作
ら
れ
た
。
東
の

初
文
は
象
形
で
あ
る
が
、
の
ち

仮
借
義
に
の
み
用
い
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、仮
借
と
す
る
。

…
後
略
。

○
東
の
初
文
は

象
形
で
あ
る

が
、
の
ち
仮

借
義
に
の
み

用
い
ら
れ
る

も
の
で
あ
る

か
ら
、
仮
借
。

字
通

1996

白
川
静
、

平
凡
社

﹇
仮
借
﹈
東
は
も
と
橐ふ
く
ろ
の
象
形

字
で
、
橐た
く

の
初
文
。
の
ち
仮
借

し
て
方
位
の
東
の
意
に
用
い
、

本
義
の
橐ふ
く
ろの
意
に
用
い
る
こ
と

は
な
い
。
本
義
を
失
っ
た
字
で

あ
る
か
ら
、仮
借
と
す
る
。〔
説

文
〕
六
上
に
「
動
く
な
り
」
と

訓
す
る
の
は
、
春
に
蠢し
ゅ
ん
ど
う動す

る

意
と
す
る
も
の
で
、
音
義
説
で

あ
る
。
曹
は
も
と
二
東
に
従
う

形
で
、
裁
判
を
求
め
る
当
事
者

が
、
束
矢
鈞き
ん
き
ん金

を
橐
に
入
れ
て

提
供
し
、
裁
判
が
行
わ
れ
た
。

東
が
橐
の
形
で
あ
る
こ
と
は
、

そ
の
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

〔
説
文
〕
に
字
形
を
「
日
の
木

中
に
在
る
に
從
ふ
」
と
し
、

榑ふ
そ
う桑

神
木
の
意
と
す
る
の
は
誤

り
で
あ
る
。

　

↓
橐
・
曹

○
『
説
文
解
字
』

の
説
は
誤
り

と
す
る
。

『
説
文
解
字
』
で
は
六
書
を
説
く
も
の
の
個
別
の
文
字
に
関
し
て
、
そ
れ
を
割

り
当
て
る
こ
と
は
な
い
。『
通
志
』
六
書
略
で
は
「
転
注
」
と
さ
れ
、『
六
書
故
』

で
は
「
会
意
」、
日
本
の
『
大
字
典
』
も
同
様
、
甲
骨
文
の
字
形
を
考
慮
し
た
『
新

字
源
』
で
は
「
象
形
」、
方
位
の
東
方
に
用
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
『
字
統
』『
字

通
』
で
は
「
仮
借
」
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
説
文
解
字
』
の
作
者
、
許
慎
が
「
東
」
と
い
う
文
字
の
成
り
立
ち
を
考
え
た

と
き
、『
山
海
経
』
や
『
淮
南
子
』
に
み
え
る
「
扶
桑
」
説
話
が
頭
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。「
扶
桑
」
は
「
扶
揺
」「
榑
木
」「
若
木
」「
扶
木
」「
榑
桑
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
る
が
同
じ
も
の
を
さ
す
。「
扶
桑
」
と
考
え
ら
れ
て
い

る
図
像
は
『
山
海
経
』
の
説
話
な
ど
よ
り
も
、
は
る
か
以
前
か
ら
あ
る
。
し
か
も

そ
れ
は
遠
く
オ
リ
エ
ン
ト
に
淵
源
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
。
三
星
堆
の
神
樹
や
戦

国
時
代
の
楚
の
漆
画
、
前
漢
の
馬
王
堆
漢
墓
の
帛
画
、
十
三
支
陶
灯
な
ど
は
、
こ

と
ご
と
く
扶
桑
と
関
連
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
話
を
一
直
線
に
つ
な
ぐ
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
、
こ
れ
ら
の
話
が
深
く

浸
透
し
、
ま
た
相
当
な
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
モ
チ
ー
フ
は
「
日
（
太
陽
）」
の
復
活
再
生
に
対
す
る
あ
つ
い
信
仰
で
あ

ろ
う
。
さ
き
に
み
た
銭
昱
の
起
東
字
説
は
、「
日
（
太
陽
）」
の
も
つ
「
循
環
」「
常

序
」
を
ほ
め
た
た
え
、「
其
の
既
に
徃
く
や
、
必
ず
東
に
復か

え

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
す
で
に
は
る
か
以
前
に
気
づ
か
れ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

に
表
現
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。『
荘
子
』の
逍
遙
遊
篇
の
冒
頭
の
扶
揺
の
話
は
、

鯤
と
鵬
に
借
り
て
「
日
（
太
陽
）」
の
復
活
再
生
と
人
の
死
生
を
か
ら
め
て
哲
学

的
に
思
索
し
た
の
だ
ろ
う
。
馬
王
堆
の
帛
画
の
扶
桑
や
前
漢
・
後
漢
の
墓
室
に
描

か
れ
た
扶
桑
の
図
像
は
、
描
か
れ
た
も
の
が
実
現
す
る
と
い
う
呪
術
的
な
思
考（
98
）



一
七
三

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

に
よ
っ
て
、
沈
ん
だ
「
日
（
太
陽
）」
が
復
活
再
生
す
る
よ
う
に
、
死
者
で
あ
る

被
葬
者
の
魂
が
あ
の
世
で
復
活
再
生
す
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

許
慎
は
、
た
ん
に
立
木
の
間
を
の
ぼ
る
「
日
（
太
陽
）」
を
見
て
、「
東
」
と
い

う
文
字
を
解
釈
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
そ
う
な
ら
、
そ
れ
は
「
西
」
に

も
あ
て
は
ま
る
。『
春
秋
繁
露
』に「
東
方
は
木
な
り
」と
み
え
、五
行
思
想
の「
木
」

は
必
ず
「
東
」
と
結
び
つ
く
。『
説
文
解
字
』
の
部
首
の
数
は
五
四
○
で
、
そ
れ

は
『
易
』
の
陽
爻
「
九
」
と
、
陰
爻
「
六
」
の
乗
数
で
あ
る
「
五
十
四
」
の
十
倍

で
あ
る
。
こ
れ
は
陰
陽
思
想
で
あ
る
。
そ
し
て
「
東
」
は
木
偏
で
は
な
く
、「
東
」

と
い
う
部
首
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
許
慎
は
当
時
の
文
字
に
つ
い
て
陰
陽
五

行
の
概
念
を
も
と
に
美
し
く
整
理
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
彼
が
文

字
の
体
系
は
本
来
、
そ
の
よ
う
に
で
き
あ
が
っ
て
い
る
べ
き
だ
と
考
え
た
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

許
慎
の
時
代
、
扶
桑
の
図
像
や
造
形
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
扶

桑
の
間
に
「
日
（
太
陽
）」
を
描
い
た
図
像
を
目
に
し
た
許
慎
は
、
そ
の
図
像
が

陰
陽
五
行
の
概
念
に
も
と
づ
く
文
字
の
体
系
と
齟
齬
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

確
信
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
木
」
と
「
日
」
の
二
つ
の
文
字
に
着
目
す
れ
ば
、そ
れ
は
六
書
の
中
の
「
会
意
」

と
な
る
。
し
か
し
、
目
に
し
た
図
像
を
そ
の
ま
ま
文
字
に
あ
ら
わ
し
た
と
考
え
れ

ば
、
む
し
ろ
「
象
形
」
と
な
る
。
許
慎
は
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
「
象

形
」
と
し
て
「
東
」
を
と
ら
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※  

拙
稿
は
二
〇
一
五
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
C
）「
中
国
古
代
に
お
け
る
龍
と
舟
と

扶
桑
に
み
る
復
活
再
生
観
念
の
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（1
）
阿
辻
哲
次
『
漢
字
学
：『
説
文
解
字
』
の
世
界
』 

阿
辻
哲
次
著 

東
海
大
学
出
版
会
、

一
九
八
五
、七
頁
に
は
、「「
東
」
字
に
つ
い
て
」
の
周
到
な
解
説
が
あ
る
。
拙
稿
は
阿

辻
氏
の
説
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
図
像
の
立
場
か
ら
「
文
字
」
の
成
り
立
ち
の
一
端
が

説
明
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
2
）
象
形
者
畫
成
其
物
、
隨
體
詰

、
日
月
是
也
。『
説
文
解
字
』
巻
十
五
上
。

（
3
）
白
川
静
『
字
通
』
の
「
月
」
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
甲
骨
文
の
例
。

（
4
）
白
川
静
『
字
通
』
は
「
仮
借
」
と
み
て
い
る
。

（
5
）
許
君
言
。　
　

動
也
。
官
溥
説
。
從
日
在
木
中
。
此
就
殷
周
以
來
習
用
東
方
之
義

以
附
會
字
形
也
。
東
卜
辭
作　
　

殷
契
卷
二
第
五
葉
。
亦
作　
　

殷
契
卷
六
第
廿
六
葉

　
　

殷
契
卷
六
第
卌
六
葉
諸
形
。　
　

可
以
謂
日
在
木
中
。　
　

從　

 

。　
　

從　
　

。

木
中
皆
不
得
謂
為
從
日
。
友
人
徐
中
舒
先
生
曰
。
東
。
古
橐
字
。

蒼
曰
。
無
底
曰
橐
。

有
底
曰
囊
。
史
記
索
隱
引
。
倉
頡
篇
曰
。
囊
橐
之
無
底
者
也
。
實
物
囊
中
。
括
其
兩
耑
。

　
　

形
象
之
。
鼎
文
重
字
作　
　

。
象
人
負
囊
形
。
橐
以
貯
物
。
物
後
世
謂
之
東
西
。

東
西
者
囊
之
轉
音
也
。
山
按
其
説
甚
是
。
毛
公
鼎
有　
　

字
。
散
氏
盤
有　
　

字
。
諸

家
竝
釋
為　

。　

許
君
謂
從　

省
。
實
則
所
從
之　
　

即
囊
字
。
易
爻
所
謂
括
囊
者
也
。

囊
中
無
物
。
束
其
兩　

故
亦
謂
之
束
。
實
以
物
。
則
形
拓
大
。　
　

者
。
囊
之
拓
大
者
也
。

故
名
曰
橐
。
橐
與
東
為
雙
聲
。
故
古
文
借
之
為
東
方
。
春
秋
繁
露
東
方
者
木
。
廣
雅
釋

天
。
東
君
。
日
也
。
此
又
附
會
以
五
行
矣
。（『
説
文
闕
義
』）『
古
文
字
詁
林
』
六
、
古

文
字
詁
林
編
纂
委
員
会
、
上
海
教
育
出
版
社
、
二
○
○
三
年
、
四
頁
、「
東
」。

（
6
）
上
下
二
字
の
発
声
子
音
が
同
じ
で
あ
る
も
の
。
前
掲
『
字
通
』
双
声
。

（
7
）
象
橐
中
實
物
以
繩
約
括
兩
端
之
形
、爲
橐
之
初
文
。
甲
骨
文
金
文
倶
借
爲
東
方
之
東
、

後
世
更
作
橐
以
爲
囊
橐
之
專
字
。《
説
文
》
‥
「
東
、
動
也
。
从
木
。
官
溥
説
、
从
日

在
木
中
。」
乃
據
後
起
之
字
形
為
説
、
不
確
。
徐
仲
舒
主
編
『
甲
骨
文
字
典
』

一
九
八
八
、
巻
六
、六
六
二
頁
。

（
8
）
劉
志
基
主
編
、
大
象
出
版
社 

二
〇
一
三
、
第
六
巻
、
二
九
四
頁
。

（
9
）《
説
文
》：
〝
東
、
動
也
。
从
木
。
官
溥
説
：
从
日
在
木
中
。
凡
東
之
屬
皆
从
東
。
〞 

從
早
期
實
物
文
字
的
形
體
來
看
、
中
間
所
从
的
部
分
有
一
横
、
也
有
二
横
、
還
有
交
叉

的
線
條
、
絶
非
〝
日
〞
形
、
因
此
、
許
慎
引
官
溥
説
解
釋
〝
東
〞
字
構
形
爲
日
在
木
中

顯
然
是
不
符
合
實
情
的
。
〝
東
〞
當
與
〝
橐
〞
同
源
、
甲
骨
文
、
金
文
象
兩
端
束
縛
之

口
袋
。
表
示
〝
東
方
〞
應
當
是
其
假
借
的
用
法
。

（
10
）『
甲
骨
文
合
集
』6906

、
殷
。
前
掲
『
中
国
漢
字
文
物
大
系
』
二
九
〇
頁
、
東
。

（
11
）『
甲
骨
文
合
集
』8734

、
殷
。
同
右
。

（
12
）『
甲
骨
文
合
集
』33422

、
殷
。
同
右
。

（
13
）
辟
東
作
父
乙
尊
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
釈
文
』、
香

港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所
出
版
、
二
〇
〇
一
、二
三
七
頁
、5869

、
西
周
早
期
。



「
東
」
と
扶
桑
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
理
由

一
七
四

同
右
に
も
引
か
れ
る
。

（
14
）
格
伯
簋
（

）、『
殷
周
金
文
集
成
釈
文
』
第
三
巻
、
三
七
六
頁
、4263

、
西
周
中
期
。

同
右
に
も
引
か
れ
る
。

（
15
）
晋
侯
蘇
編
鐘
，
新
収
殷
周
青
銅
器
銘
文
暨
器
影
彙
編870

、
西
周
晩
期
。
前
掲
『
中

国
漢
字
文
物
大
系
』
二
九
〇
頁
、
東
。

（
16
）

叔
之
仲
子
平
鐘
，
前
掲
『
殷
周
金
文
集
成
釈
文
』
第
一
巻
、
一
七
三
頁
、173

、

春
秋
晩
期
。
同
右
に
も
引
か
れ
る
。

（
17
）
東
周
左
師
壺
，
前
掲
『
殷
周
金
文
集
成
釈
文
』
第
五
巻
、
四
二
二
頁
、9640

、
戦
国
。

同
右
に
も
引
か
れ
る
。

（
18
）『
古
璽
彙
編
』3994
、
殷
。
戦
国
、
同
右
二
九
一
頁
。

（
19
）
司
徒
袁
安
碑
、
東
漢
。
同
右
二
九
三
頁
。

（
20
）
後
漢
、
許
慎
撰
、
宋
、
徐
鉉
等
奉
勅
校
定
、『
説
文
解
字
真
本
』、『
四
部
備
要
』
所
収
、

台
湾
中
華
書
局 

一
九
六
五
、「
東
」。

（
21
）
南
唐
、
徐
鍇
撰
『
説
文
解
字
繋
伝
』
前
掲
『
四
部
備
要
』
所
収
、「
東
」。

（
22
）
清
、
段
玉
裁
撰
、『
説
文
解
字
注
』
前
掲
『
四
部
備
要
』
所
収
、「
東
」。

（
23
）
白
川
静
『
字
統
』、
平
凡
社
、
一
九
八
四
、六
四
三
頁
、
説
文
「
東
」。

（
24
）
動
也
。
从
木
。
官
溥
說
、
从
日
在
木
中
。
凡
東
之
屬
皆
从
東
。

（
25
）
白
川
静
は
『
字
通
』
東
で
「〔
説
文
〕
六
上
に
「
動
く
な
り
」
と
訓
す
る
の
は
、
春

に
蠢
動（
し
ゅ
ん
ど
う
）す
る
意
と
す
る
も
の
で
、音
義
説
で
あ
る
」と
す
る
。
白
川
は
、

五
行
思
想
の
観
点
か
ら
、
東
＝
春
＝
蠢
動
、
と
解
し
た
よ
う
だ
。

（
26
）
不
明
。
人
名
と
解
し
た
。「
こ
の
人
に
つ
い
て
の
詳
し
い
伝
記
な
ど
は
ま
っ
た
く
わ

か
ら
な
い
」（
阿
辻
哲
次
『
漢
字
学　
『
説
文
解
字
』
の
世
界
』
東
海
大
学
出
版
会
、

一
九
八
五
、一
〇
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
官
溥
は
『
説
文
解
字
』
巻
四
に
も
、「

箕
屬
。
所
以
推
棄
之
器
也
。
象
形
。
凡
𠦒
之
屬
、
皆
从
華
。
官
溥
説
（

は
箕
の
屬
。

棄
を
推
す
所
以
の
器
な
り
。
象
形
。
凡
そ
𠦒
の
屬
、
皆
な
華
に
从
う
。
官
溥
の
説
）」

と
「
官
溥
の
説
」
と
み
え
る
。

（
27
）
榑
：
榑
桑
、
神
木
、
日
所
出
也
。
从
木

聲
。

（
28
）
單
日
初
出
東
方
暘
谷
、
所
登
、
榑
桑
、

木
也
。
象
形
、
凡

之
屬
、
皆
从

、（
而

灼
切
）。

（
29
）『
字
通
』
九
八
八
頁
。

（
30
）『
字
通
』
七
一
二
頁
、
若
。

（
31
）
前
掲
『
字
通
』
桑
。

（
32
）
木
、
榑
木
也
。
日
在
木
中
曰
東
、
在
木
上
曰
杲
、
在
木
下
曰
杳
。

（
33
）
宋
徐
鉉
の
增
釋
は
、
二
東
、
𣍘
从
此
闕
。

（
34
）
鵬
之
徙
於
南
冥
也
、
水
擊
三
千
里
、
摶
扶
揺
而
上
者
九
萬
里
。

（
35
）
扶
搖
風
名
也
。

（
36
）「
摶
扶
搖
羊
角
而
上
者
九
萬
里
」
は
森
三
樹
三
郎
訳
注
『
荘
子
』
内
篇
（
中
央
公
論
社
、

中
公
文
庫
、
一
九
七
四
）
は
「
扶
搖
を
摶
ち
て
羊
角
に
し
て
上
る
こ
と
九
萬
里
」
と
訓

読
し
て
い
る
。
こ
こ
は
「
羊
角
」
を
扶
桑
の
枝
の
形
と
し
て
理
解
し
た
た
め
、「
扶
搖

羊
角
を
摶
ち
て
上
る
」
と
訓
読
し
た
。
拙
稿
「『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
冒
頭
の
話
と
馬
王

堆
帛
画
―
魚
・
鳥
・
太
陽
・
扶
桑
を
め
ぐ
っ
て
―
」
郵
政
考
古
紀
要
（
五
〇
）、

二
〇
一
〇
を
参
照
。

（
37
）
有
鳥
焉
、
其
名
為
鵬
、
背
若
泰
山
、
翼
若
垂
天
之
雲
、
摶
扶
搖
羊
角
而
上
者
九
萬
里
、

絶
雲
氣
、
負
青
天
、
然
後
圖
南
、
且
適
南
冥
也
。

（
38
）
司
馬
云
、
風
曲
上
行
若
羊
角
。

（
39
）
雲
将
東
逰
過
扶
搖
之
枝
而
適
遭
鴻
蒙
。

（
40
）
扶
搖
、（
木
）
神
〔
木
〕、
生
東
海
也
。

（
41
）
東
望
榑
木
。

（
42
）
榑
木
、
榑
桑
。

（
43
）
左
袪
挂
於
榑
桑
。

（
44
）
袪
、
袖
也
。

（
45
）
上
有
赤
樹
、
青
葉
、
赤
華
、
名
曰
若
木
。

（
46
）
生
崑
崙
西
、
附
西
極
。
其
華
光
赤
、
下
照
地
。

（
47
）
拙
稿
「
中
國
の
死
生
觀
に
外
國
の
圖
像
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て
―
馬

王
堆
帛
畫
を
例
と
し
て
」（『
東
方
宗
教
』
一
一
〇
号
、日
本
道
教
学
会
、二
〇
〇
八
）
二
、

先
有
圖
畫
後
有
文
字
。

（
48
）
湯
谷
上
有
扶
桑
。

（
49
）
扶
桑
木
也
。

（
50
）
十
日
所
浴
、
在
黒
齒
北
、
居
水
中
、
有
大
木
、
九
日
居
下
枝
、
一
日
居
上
枝
。

（
51
）『
字
通
』
浴
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
。

（
52
）
拙
稿
「
救
日
祭
祀
と
十
日
神
話
」（『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
』
第
4
号
、
関
西
大

学
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
○
○
九
）
一
〜
二
○
頁
を
参
照
。

（
53
）
大
荒
之
中
有
山
、
名
曰

揺
、

羝
上
有
扶
木
、
柱
三
百
里
、
其
葉
如
芥
。

（
54
）
柱
猶
起
高
也
、
葉
似
芥
菜
。

（
55
）
有
谷
曰
、
温
源
谷
。

（
56
）
扶
桑
在
上
。

（
57
）
一
日
方
至
、
一
日
方
出
。

（
58
）
言
交
㑹
相
代
也
。

（
59
）
皆
載
于
烏
。

（
60
）
中
有
三
足
烏
。

（
61
）
日
出
于
暘
谷
、
浴
于
咸
池
、
拂
于
扶
桑
、
是
謂
晨
明
。

（
62
）『
淮
南
鴻
烈
解
』
序
に
「
建
安
十
年
辟
司
空
掾
、
除
東
郡
濮
陽
令
」
と
み
え
る
。
建



一
七
五

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

安
十
年
は
二
〇
四
年
に
あ
た
る
。

（
63
）『
淮
南
鴻
烈
解
』
天
文
訓
、
拂
猶
過
、
一
日
至
。

（
64
）
登
于
扶
桑
、
爰
始
將
行
、
是
謂
朏
明
。

（
65
）
窟
。

（
66
）
朏
明
將
明
也
。

（
67
）
扶
桑
受
謝
、
日
照
宇
宙
。

（
68
）
扶
桑
、
日
所
出
之
木
、
受
謝
、
扶
桑
受
日
旦
、
澤
出
之
也
。

（
69
）『
大
系
世
界
の
美
術 

2　

古
代
西
ア
ジ
ア
美
術
』
学
習
研
究
社
、一
九
七
二
、七
〇
頁
。

（
70
）
新
規
矩
男
責
任
編
集　

学
習
研
究
社 

一
九
七
五
『
大
系
世
界
の
美
術 

2　

古
代
西

ア
ジ
ア
美
術
』
二
七
九
頁
。

（
71
）
湖
北
省
博
物
館
編
著
『
曾
侯
乙
墓
文
物
芸
術
』
湖
北
美
術
出
版
社
、
一
九
九
二
、

二
七
一　

衣
箱
蓋
面
弋
図

（
72
）
前
掲
『
曾
侯
乙
墓
文
物
芸
術
』
一
八
〇
頁
、
陳
恵
明
「
漆
画
図
象
考
」。

（
73
）
開
明
獣
。
山
海
經
卷
十
一
、海
内
西
經
。
崑
崙
南
淵
深
三
百
仭
、開
明
獸
身
大
類
虎
、

而
九
首
皆
人
面
、
東
嚮
立
崑
崙
上
靈
淵
。

（
74
）
王
繡
、
霍
宏
偉
著
『
洛
陽
両
漢
彩
画
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
五
、五
〇
―
五
一
頁

の
解
説
を
参
照
。
五
二
頁
に
図1-27

と
し
て
、
こ
の
図
が
載
せ
ら
れ
る
。

（
75
）
曽
布
川
寛
『
中
国
美
術
の
図
像
と
様
式
』
研
究
篇
、
中
央
公
論
美
術
出
版
社
、

二
〇
〇
六
、
作
圖
溥
江
、
昇
僊
図
、
前
漢
初
期
、
前
一
六
八
、
長
二
三
三
cm

（
76
）
同
右 

彩
絵
帛
画
、
前
漢
初
期
、
前
一
六
八
よ
り
数
年
後
、
長
二
〇
五
cm
。

（
77
）
傅
挙
有
、 

陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
漢
墓
文
物
』、
湖
南
出
版
社
、
一
九
九
二
。

（
78
）
拙
稿
「
中
国
の
死
生
観
に
外
国
の
図
像
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て
―
馬

王
堆
帛
画
を
例
と
し
て
」
東
方
宗
教
第
一
一
〇
号
、
日
本
道
教
学
会
、
一
―
三
六
頁
、

二
〇
〇
七
を
参
照
。
こ
の
図
は
『
大
系
世
界
の
美
術 

3　

エ
ジ
プ
ト
美
術
』
学
習
研

究
社
、
一
九
七
二
、
九
九
頁
に
み
え
る
「
魂
を
迎
え
る
2
女
神
」
の
一
部
。
二
九
〇
頁

の
図
版
説
明
で
は
「
こ
こ
で
い
う
魂
と
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
で
バ
ー
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
で
、
人
間
の
永
遠
の
生
命
を
担
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
普
通
は
人
頭
の

鳥
の
姿
で
描
か
れ
る
。
冥
界
の
大
神
オ
シ
リ
ス
の
バ
ー
は
メ
ン
デ
ス
（
下
エ
ジ
プ
ト
）

の
牡
羊
と
み
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
こ
で
は
バ
ー
の
姿
は
、
復
活
し
て
オ
シ
リ
ス
と

な
っ
た
故
王
を
あ
ら
わ
す
た
め
牡
羊
頭
の
鳥
と
な
っ
て
い
る
。
の
ぼ
る
太
陽
の
中
に
描

か
れ
た
バ
ー
は
魂
の
復
活
を
あ
ら
わ
し
…
」
と
あ
る
。
太
陽
の
中
に
入
り
魂
が
復
活
す

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

（
79
）
前
掲
拙
稿
「
中
国
の
死
生
観
に
外
国
の
図
像
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て

―
馬
王
堆
帛
画
を
例
と
し
て
」。
三
号
漢
墓
に
は
小
さ
な
太
陽
は
な
い
。

（
80
）
韓
偉
主
編;

王
煒
林
副
主
編;

陜
西
省
考
古
研
究
所
編
『
陜
西
神
木
大
保
当
漢
彩
絵

画
像
石
』
重
慶
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
。
六
頁
に
「
…
大
部
分
墓
的
年
代
経
初
歩
研
究
可

以
定
在
公
元
一
〇
〇
年
前
後
、也
即
東
漢
中
期
」と
、墓
の
作
ら
れ
た
時
期
は
後
漢（
二
五

―
二
二
〇
年
）
の
中
期
で
あ
る
百
年
前
後
と
さ
れ
て
い
る
。

（
81
）
日
中
有

烏
。
巻
七
、
精
神
訓
。

（
82
）「

、
猶
蹲
也
。
謂
三
足
烏
」。

（
83
）
同
一
四
九
頁
。
足
は
三
本
描
か
れ
て
い
る
。

（
84
）
同
九
八
頁
。
足
は
三
本
描
か
れ
て
い
る
。

（
85
）7-3

七
八
頁
。

（
86
）
拙
稿
「
雲
気
文
と
鹿
の
角
」
形
の
文
化
研
究
6
号
、
形
の
文
化
会
、
二
〇
一
一
、

四
五
―
五
八
頁
を
参
照
。

（
87
）
前
掲
『
中
国
の
死
生
観
に
外
国
の
図
像
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て
」
一
四

頁
で
「
帛
畫
の
扶
桑
は
、
同
じ
く
馬
王
堆
出
土
の
絹
の
茱
萸
文
様
と
も
似
て
い
る
。
さ

ら
に
「
山
地
ア
ル
タ
イ
の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
」
と
さ
れ
る
パ
ジ
リ
ク
の
人
面
獣
身
の
角
や

尾
の
文
様
に
も
似
る
」
と
述
べ
た
。

（
88
）
宇
野
瑞
木
著
『
孝
の
風
景　

説
話
表
象
文
化
論
序
説
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
六
）「
第

一
部　

図
像
の
力
、
は
じ
め
に
―
墓
と
図
像
、
第
一
章　

後
漢
墓
に
お
け
る
孝
の
表
象

―
山
東
省
嘉
祥
県
武
梁
祠
画
像
石
を
中
心
に
、
第
三
節　

扶
揺
と
扶
桑
―
風
と
木
の
互

換
可
能
性
」
に
、
画
像
石
の
圖
像
に
関
し
て
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
89
）『
日
本
書
紀
』
巻
第
六
、
垂
仁
天
皇
紀
、「
皇
命
田
道
間
守
、
遣
常
世
國
、
令
求
非

時
香
菓
」。

（
90
）
訓
読
は
省
略
し
た
。（　

）
内
は
二
行
の
割
注
。

（
91
）
夾

鄭
氏
は
鄭
樵
の
こ
と
。『
通
志
』
の
作
者
。
夾

は
鄭
樵
の
号
。

（
92
）
東
、
都
籠
切
。
徵
清
音
。
說
文
動
也
。
从
日
在
木
中
。
漢
志
、
東
方
陽
氣
動
。
夾

鄭
氏
曰
、
木
若
木
也
。
日
所
升
降
、
在
上
曰
杲
。
在
中
曰
東
。
在
下
曰
杳
。
廣
韻
、

春
方
也
。
又
姓
。
舜
後
有
東
不

。

（
93
）『
宋
史
』
卷
四
百
八
十
、
列
傳
第
二
百
三
十
九
、
世
家
三
、
呉
越
錢
氏
に
み
え
る
。

咸
平
二
年
（
九
九
九
）
に
没
す
。

（
94
）
詩
、
衛
風
、
伯
兮
。

（
95
）
日
は
虞
淵
の
汜き

し

に
入
り
、蒙
谷
の
浦
に
曙あ

く
（
日
入
于
虞
淵
之
汜
、曙
於
蒙
谷
之
浦
）。

『
淮
南
子
』
天
文
訓
。

（
96
）
日
者
陽
之
精
也
、
附
天
而
行
、
運
動
不
息
、
循
環
無
端
、
然
地
處
於
天
中
爲
其
所
隔
、

故
出
地
則
光
昱
而
爲
晝
、
入
地
則
光
斂
而
爲
夜
、
至
其
出
也
、
常
在
於
東
、
東
動
也
、

陽
氣
所
動
也
、
是
以
制
字
之
義
、
日
在
木
中
、
木
若
木
也
。
日
所
升
降
、
在
下
爲
杳
、

在
中
爲
東
、
在
上
爲
杲
。
詩
曰
、
杲
杲
出
日
、
是
也
。
夫
日
必
起
於
東
、
而
没
於
西
、

無
南
徙
北
易
之

、
是
其
所
出
、
有
常
所
也
。
必
登
榑
桑
而
至
虞
淵
、
無
越
度
失
次
之

變
。
是
其
所
行
、
有
常
序
也
。
其
麗
東
也
、
容
光
必
照
、
是
其
有
常
公
也
。
其
既
徃
也
、

必
復
於
東
。
是
其
有
常
信
也
。
…
後
略
…
。



「
東
」
と
扶
桑
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
理
由

一
七
六

（
97
）
六
書
に
つ
い
て
の
詳
細
な
考
察
は
、
前
掲
『
説
文
解
字
』
一
〇
五
頁
、「
文
字
解
釈

の
基
盤
＝
六
書
＝
」
を
参
照
。

（
98
）
呪
術
と
し
て
の
図
像
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
戦
国
楚
帛
画
の
舟
に
み
る
復
活
再
生
観

念
の
考
察
」『
人
文
学
論
集
』
第
32
集
、
二
〇
一
四
を
参
照
。

（
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科
・
教
授
）


